
山の木陰に生えるまれな多年草。茎は高さ10-20cmになり、細長い地下茎があり、全体にカメムシをつぶ

した時のような悪臭がある。葉は三角状心形で、長さ幅ともに2-4cm、両面に微細毛があり、先は鈍く、鈍
鋸歯があり、基部は心形で葉柄は葉身より長い。葉の表面にしばしば褐色の模様があることもある。萼は
筒状の鐘形で長さ約1cm、まばらに軟毛がある。花冠は淡紫色で長さ約4cm、喉部に開出毛がない。花期

は4-5月。

西播磨地域の５から6ヶ所にのみ点在している。シカの
採食による影響を受けている。国内でもこの地域にし
か見られない。

生育地の樹林の保全およびシカの採食による影響の抑
制が必要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：高野温子

■ 種の概要

観賞用等採取 ○ 特異な生態 分布の限界 ○

○

■ 県内分布

西播磨

■ 国内分布

本州（兵庫県、和歌山県）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

シソ科

兵庫県ランク…オチフジ
環境省ランク… VUMeehania  montis-koyae  Ohwi


